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⚫ 大学コンソーシアム神戸及びひょうご産官学連携協議会では緊急時に備えて、加盟校間・自治体・地元経済団体等と相互に連
絡・連携できるよう「緊急時連絡・連携体制図」を整える。

⚫ 具体的には、連携団体間で連絡網(コンソ担当等を登録)を作成し、共有・運用する。

⚫ 体制図に基づく連絡網は、緊急時だけでなく平時にも活用すると伴に、本連絡・連携体制図に基づき、加盟校のニーズに応じた、
大学間連携におけるリスクマネジメントのあり方を継続的に検討する。

＜緊急時連絡・連携体制の考え方＞
※ 平時にも使用可能

⚫ 想定外事象を対象
（Ex.） 自然災害、感染症等

⚫ 連携内容
（加盟校のアンケート結果より）

① 大学間の連絡体制
緊急連絡、安否確認、情報受発信

② 学びの継続
施設・設備の相互利用

③ 物資の共有
医療物資、飲料等

大学コンソーシアムひょうご神戸 緊急時連絡・連携体制図

user
テキストボックス
資料3-1



[  緊急時連絡・連携体制図について (概要) ]

 自然災害、感染症等の想定外事象を対象としつつも、平時にも使用可能な体制とする。
 大学コンソーシアムひょうご神戸の連絡・連携図は、企画運営委員会、各事業委員会の現行体制を活かした

緊急時及び平時の体制づくりを目指す。
 当面は、現行の大学コンソーシアムひょうご神戸の仕組みを活かして、危機管理体制強化のためのリスク・コ

ミュニケーション、学びの継続、ボランティア活動等支援のための連絡・連携体制を整備・運用し、緊急時対応
訓練等によって、緊急時対応能力の向上・維持に努めるものとする。

 自治体・地元経済団体・外部団体と大学コンソーシアムひょうご神戸との組織間での地域連携を図る。
 具体的な連携内容は、「リスクマネジメント体制に関するアンケート(調査期間:2022.5.22～6.20)」結果より、

①大学間の連絡体制 (緊急連絡、安否確認、情報受発信 ) ② 学びの継続 ( 施設・設備の相互利用 )
③ 物資の共有 ( 医療物資、食料・飲料等 ) とする。

〈 加盟校 〉
• 加盟校は、通常の窓口である「コンソ担当」（または、コンソ担当を介して「災害時緊急対応窓口（総務部門

等）」) から、コンソ事務局に連絡・相談を行い、加盟校間で情報共有を図る。
• コンソ担当等で構成する連絡体制（連絡網等） ）の構築・運用を図る。

• 加盟校の状況・要望を反映して、現在の「コンソ担当」とは別の「災害時緊急対応窓口（総務部門等）」の個別
登録の必要性があれば検討し、平時の連絡にも使用できる名簿として活用する。

〈 企画運営委員会 〉
• 企画運営委員会が中枢機能を果たし、コンソ事務局に集まっている様々な災害情報などを大学コンソーシア
ムひょうご神戸の組織として整理・検討し、理事会への附議や各事業委員会への事案対応依頼などを行う。

〈 事業委員会 〉
• 企画運営委員会で協議し、各事業委員会としての活動の範疇に含まれると判断した事案について対応する。

〈 コンソ事務局 〉
• 窓口は「コンソ事務局」に一本化し、加盟校及び外部機関との連絡・調整業務を実施する。
• 企画運営員会、事業委員会の決定事項は、全てコンソ事務局を経由して通知する。



リスクに関する情報連絡会の開催について 

2022.9.30 

[ 開催趣旨 ] 

 緊急時に備えて、加盟校間・自治体・地元経済団体等と相互に連絡・連携できることを目指して「リスクに関する 

情報連絡会」を開催する。 

 大学コンソーシアムひょうご神戸の「緊急時連絡・連携体制図」「連絡網」の具体的な運用方法を策定する。 

 さらに、対象とする緊急時の連携内容・方法等について、大学間の垣根を越えて 自由に意見を交換する場 

 (リスクに関する情報連絡会) を新たに設ける。 

 加盟校間、自治体、地元経済団体、外部団体等で情報を共有し、対話や意見交換を行い、意思の疎通 (リスク 

コミュニケーション) を図り、意見が纏まったものから順次、企画運営委員会へ報告し、委員会の議論を経て、 

大学間連携に求められるリスクマネジメント体制を形成することとしたい。 

 

[ 検討内容 ] 

事務局で想定する検討課題は以下のとおり。 

◆  連携団体間で連絡網 (コンソ担当等を登録) を作成、運用する。まずはコンソ担当の連絡網を作成する、 

加盟校の要望により危機管理部門担当者の追加も可能とする 

◆ 「リスクマネジメント体制に関するアンケート(調査期間:2022.5.22～6.20)」結果を踏まえて、連携内容は以下の通り

とし、その具体的な連携方法と運用等の具体について検討する。 

    ①大学間の連絡体制 (緊急連絡、安否確認、情報受発信 )   

② 学びの継続 ( 施設・設備の相互利用 )       

    ③ 物資の共有 ( 医療物資、食料・飲料等 )  

なお、安否確認システムなど、現状におけるシステムの整備・運用状況について情報交換も行う。 

◆ 自治体・地元経済団体・外部団体と大学コンソーシアムひょうご神戸との組織間での地域連携を図るため、 

具体的な取り組み先・取組み方法等について検討する。 

◆ 必要に応じて、緊急時対応訓練等、緊急時対応能力の向上・維持方法について検討する。 

◆ リスクの定期的な評価・点検の実施方法について検討し、企画運営委員会に報告・審議して、その結果を運用 

する。 

◆ その他、他コンソ・大学等におけるリスク情報を収集し、共有する。 

 

 

[ 情報連絡会の構成メンバーの募集 ] 

「リスクマネジメント体制に関するアンケート(調査期間:2022.5.22～6.20)」 において、WG への参画の可能性を尋ねた

経緯があるが、検討課題が変わったことから、改めて情報連絡会としてメンバーを募集することとしたい。 

 

[ 情報連絡会の開催頻度 ] 

概ね 3 カ月に 1回程度の開催を予定している。 
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令和４年度 災害救済ボランティア活動支援関係団体連絡会議 

日時：令和４年１０月７日（金） 

   １４：００～１６：００ 

場所：神戸ｸﾘｽﾀﾙﾀﾜｰ３階ｸﾘｽﾀﾙﾎｰﾙ 

１ 開 会 

 →直近の取組として、災害訓練などの情報提供・共有や会議の開催、訓練等の参加報告及

び、災害発生時のボランティアの受入体制整備、ボランティア活動支援関連団体からの

災害時の支援についての説明があった。 

２ 講 義 

「地域資源を活用した災害復旧・復興の取り組みについて」 

 講師 兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科教授 坂本 真由美 氏 

 →テーマは、避難所外被災者支援、特に子育て環境の整備、震災孤遺児・孤児への支援。 

被災後の生活設備の整備支援について。被災者支援コーディネートについて講義が 

なされた。 

３ 事例発表 

（１） 県域団体・生活協同組合コープこうべ 

「被災地支援と減災の取り組み」  

地域活動推進部 組織運営推進 総括 藤原 智子 氏 

→「ハート募金」による被災地支援の実績、減災の取り組みとして、災害時の調理と  

 ポリ袋を活用した料理の紹介について説明があった。 

（２） 中間支援 NPO 等：（特非）あしや NPO センター 

「ヒト・モノ・カネ・情報等の資源を活用した災害への取り組みと被災地支援計画」 

二宮 毅行 氏 

→あしや NPO センターでの防災の取り組みとして防災倉庫の周知活動について 

 説明があった。 

（３） 災害救援・復興専門 NPO 等：（認定）日本災害救援ボランティアネットワーク 

「防災・減災をキーワードにしたまちづくり～まちごと防災セミナーのご案内～」 

理事長 檜垣 龍樹 氏 

→自治会・町内会などの「まちごと」の防災対策の重要性について説明があった。 

４ 情報提供 

（１） 全国社会福祉協議会の災害ボランティアに係る直近の動向等について 

・兵庫県社会福祉協議会地域福祉部 部長 福本 良忠 氏 

（２） 赤い羽根共同募金の取り組みについて 

兵庫県共同募金会 事務局長 戸田 達男 氏 

（３） 今年度の「大規模災害を想定した災害ボランティア連携訓練」について 

５ 閉 会 
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